
 

 

石川県滝港マリーナの平成１９年度管理状況 
施設所管課 土木部港湾課 

指定管理者 財団法人 羽咋市体育振興事業団 

 理事長 本吉 一寛 

指定期間 平成 18年４月１日～平成 21年３月 31日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

 ・従事員全員に対し、気象、海象状況の把握を徹底 

・利用者心得等配布 

 ・出港問い合せへの気象・海象状況案内 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・ホームページで対応（Ｈ１９年度は苦情や問い合わせは０件） 

・利用者ニーズの反映（利用料支払方法の便宜など） 

その他特記事項 

・利用者への船台の貸出 

利用の促進に関する業

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・ヨット大会（天候不順のため中止・未実施もあり） 

施設の情報提供、広報、広告 

・ホームページを開設 

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進 

沿岸、海難事故等に関する救助活動等レスキュー艇での連携 

・ 地元ボランティア救難所員（羽咋滝港マリーナ救難所） 

・ 石川県漁業協同組合羽咋支部、柴垣支部 

・ 金沢海上保安部 警備救難課 

・ 羽咋郡市消防本部 

・ 羽咋警察署 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・使用許可の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃   船置場・公衆トイレ等委託 

保守点検 クレーン・フォークリフト・ベルトスリンギー等の

点検整備・係船・着岸時の指示 

警備   管理棟・艇庫の警備を業者に委託  

          マリンリフトや管理棟などを修繕 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・ 危機管理マニュアルの策定、職員への教育 

・ 緊急連絡統計図の作成と徹底 

 ・ 救難所との連携 

 



 

 

個人情報の管理状況 

・個人情報の外部漏えい防止策の徹底 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ１８年度 

（参考） 

Ｈ１９年度 前年度比 増減理由 

施設利用者数（人） １１，５０３ １０，２４６ －１，２５７ 

○○稼働率（％）    

前年度に比べ荒天日が多

かったため 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

ボート艇置場 １３３ ０  

ヨット艇置場 ９ ０  

艇庫 ３ ０  

桟橋 ９ ０  

会議室 ２ ０  

マリンリフト ８１６ ０  

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況                       （円） 

 収入額 減免額 減免理由 

ボート艇置場 １１，９３７，３５０   

ヨット艇置場（大会等） １５０，５００ ５５６，２００ 教育的観点により 

艇庫 １３５，１５０ ４０５，４５０ 〃 

桟橋 ４３，６９０   

会議室 ２，６１０ ３３，６００ 教育的観点により 

給水・シャワー １４０，６００ ７３，０００ 〃 

マリンリフト ２，４８６，４００ ３９，９００ 〃 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

利用料収入 １４，８９６ 人件費 ６，５４８ 

その他（電気・水道） ６２ 光熱水費 １，３５６ 

  修繕費 ７００ 

  その他 ４，０４２ 

  県納付金 ２，１００ 

合計 １４，９５８ 合計 １４，７４６ 

収支差額 ２１２  

 



 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者アンケート結果、評価、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成１９年 ５月 利用料を銀行振込にしたいが手数
料を無料にできないか 

振り込み手数料を管理者負担にした。 

平成１９年１０月 マリンリフトの操作が丁寧 職員の更なる技術の熟練を促す。 

②その他報告事項など 

 

特になし。 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ａ ・ 従業員全員に対し、気象、海象状況の把握を徹底し

利用者の出港の問い合わせに対応している。又、利

用者アンケートの実施、ご意見箱の設置を行い利用

者のニーズに反映している。 

・ 利用時間の改善及びＨ１９新規で利用料金の銀行

振り込みに伴う振り込み手数料を管理者で負担 

・ 保管隻数の増に積極的に努めた。 

・ヨット教室の開催及びヨット大会を企画し施設の情

報をホームページで提供している。 

 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・艇置場、公衆トイレ等の清掃委託や管理棟、艇庫の

警備委託、クレーン、フーォクリフト、ベルトスリ

ンギー等の点検整備により適切に維持管理がなされ

ている。 

・マリンリフトや管理棟などの修繕し適切な状態に保

たれている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ 

 

・ 危機管理マニュアルの策定、職員への教育 

・ 緊急連絡系統図の作成と徹底 

・ 救難所との連携 

・ 安全管理者など適切な職員の配置がなされており、

適切な管理体制となっている。 

・ 業務に関する研修講習が十分なされている。 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・ 個人の情報の外部漏えい防止策の徹底 



 

 

総合評価 Ｂ ・ 施設の設置目的にあった管理運営がなされている、 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

今後も専門的なノウハウを活かした管理を期待する。 

 


